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＜連絡事項＞

· 本日17:30より、院内研修「精神保健福祉法について」があります。

＜外来情報＞

· 秋山　和子様～虫刺されがあり、以前処方したオイラックスが効かないと本人話され、今回オイラック

スＨ軟膏処方となる。

· 溝越　キク様～薬をためる傾向がある方なので、２週間処方ではなく１８日（金）、２３日（水）外　

来受診とする事を紙に書いて本人へ伝えている。

＜利用者様情報・検討＞

· 杉澤　恵子様～本日昼食後「おなかがすいた、足りない」と話し、買い食いをされている。本人へ、
　　　　　　　許可なくデイケア棟外に出ることや買い食いをすることは利用ルールに反することを
　　　　　　　注意指導している。今後の利用に関しても、①利用者様と物のやりとりをしない事、②
　　　　　　　必要なもの以外は持ってこない事、③お金は持ってこない事、④家族に買い物を頼まれ
　　　　　　　お金を持ってきた際はこちらで預かる事、⑤来所時に持ち物を調べる事を本人と約束し
　　　　　　　ている。ご家族へも今回の経緯と対応について本日夕方に連絡する予定。

また、自宅で１日に５～６リットルの麦茶を飲んでいる、食事の量も増えていると本人から話があり、体重・腹囲測定を毎日行う事とする。

· 田澤　勝敏様～８月１日のＭＲＩ検査の結果、異常はなかったとの報告がある。

· 清水　泰雅様～今月いっぱいで青山荘退所となる。退所後の目標として定期的な通院、デイケア通所を
　　　　　　　あげている。

· 北嶋　剛様～本人より連絡あり、膝が痛くて１８日まで来所できないと話している。

· 高橋　百壽様～母様より情報提供あり。本人食欲があり太ってきている。１１時頃から不調を訴えるこ
　　　　　　　とがあり、母様から本人へ注意すると余計に悪くなる為強く言わないようにしていると
　　　　　　　の事。散歩も以前に比べ出来なくなっており、今は団地周辺のみ歩いているとの事。

・中村　与一郎様～昨日に虻に右手を刺されたとのこと。患部の腫れは無く、赤くなっているのみ。それに関して左大腿部のしびれを訴えているが、本人へ心配しないよう伝えると、その後は訴え聞かれていない。

＜事例検討＞

村井　節子様　　５５歳　　統合失調症

　　　Ｈ１１年１月よりデイケア利用開始、今年で７年６ヶ月

　　　主治医留意事項として断薬・怠薬に注意、対人不適応からひきこもりへと発展する事が多い為通所を

促す事となっている。

【目標】

1 定期的な通所を通して生活リズムの確立に努める

　　　　⇒通所率１月６５％から７月４２％へと減っているが、過去には１ヶ月に１回のみの利用もあったことから、現在は適度に来所することができていると捉えることが出来る。また、以前は欠席理由をうまく伝えることができずに混乱し調子を崩す方だったが、今は休むときには自ら連絡し、欠席理由も上手に話す事が出来ていることは評価できる。

2 肥満傾向にある為、継続して運動を行えるようにする

　　　　⇒体重５月７９キロから６月８１キロ。プログラム前の運動促すが、来所時間が遅く運動出来ていない。現在腰痛あり、全く運動をしていない状態であり、今後は本人が出来る範囲の運動をすすめていくこととする。来所することも運動になることを伝え、継続的な運動を促す。

＜勉強会＞

『コミュニケーション技術について』

　　日頃の実践（態度・言葉など）が対象に効果的に伝わっているか、そうでないのかを考えてみましょう。

○効果的なコミュニケーション技術　　　　　　　　　　○効果的でないコミュニケーション

１・課題の導入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．いきなりおびやかす話題から始まる

２．観察したことを表現する　　　　　　　　　　　　　２．非難

３．問いかけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．職員が話しすぎる

４．受けとめる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．職員が話さなすぎる

５．明確化　　　　　　　　　　　　　　
５．意味のない沈黙

６．焦点化
６．効果の無いなぐさめ

７．会話を促進する
７．しつこい質問

８．励ます
８．突然結論に飛ぶ

９．果的な沈黙
９．意味無く話題を変える

１０・タッチング
１０．相手を尊重しない言葉遣い

１１．患者の感情表現を促す
１１．相手に不快を与えるような立ち居振るまい

１２．患者が考えていることを表現できる
１２．意味の無い笑い

ように促す
　　　　　　　　　　１３．言葉の重なり

１３・職員が感情表現する
　　　　　　　　　　　　　１４．患者の表現を抑制する

１４．職員が自分の考えを表現する

１５・職員の自己提供

１６．良い点を伝える

１７．変化していることを表現する

１８．ユーモアを表す

１９．（自己決定を促す）情報提供

２０．意図的に現実的な話題に変える

２１．話を元に戻す

２２．時間の経過をおう

２３．要約

